
134号

01

総額 １５０,３３１円

御 礼
　県大会当日、皆様
に募りました「平成30
年７月豪雨災害」の義
捐金にご協力をいた
だきましたこと、心よ
り御礼申し上げます。
全額を中央共同募金
会へ送金させていた
だきました。

〒320-0032 宇都宮市昭和1-3-10 栃木県庁舎西別館
☎028（622）2821 FAX 028（622）2816

●編集人／伊沢　信恭　●発行人／石嶋　勇
■栃幼連ホームページ  http://www.youchien.or.jp

平成30年9月20日
一般社団法人 栃木県幼稚園連合会

号第 134
題字／栃木県知事　福田富一 氏

栃
木
県
幼
稚
園

　
　
　教
育
研
究
大
会

栃
木
県
幼
稚
園

　
　
　教
育
研
究
大
会

栃
木
県
幼
稚
園

　
　
　教
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研
究
大
会

第65回
　

平
成
三
十
年
七
月

三
十
一
日
か
ら
八
月
一

日
、
栃
木
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
と
宇
都
宮
市

内
の
各
会
場
に
お
い
て
、

教
育
研
究
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

今
回
の
大
会
テ
ー
マ

は
「
子
ど
も
た
ち
の
今

と
未
来
を
ね
が
っ
て
」

〜
一
人
一
人
の
豊
か
な

育
ち
を
支
え
る
質
の
高

い
幼
児
教
育
を
〜
で
、

県
内
の
千
四
百
名
を
超

え
る
先
生
方
が
集
ま
っ

た
。

主
催
者
挨
拶

栃
幼
連
理
事
長　

石
嶋
　
勇

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
も
早
四

年
目
を
迎
え
、
今
年
度
は
、
新
制
度
に
移

行
し
た
園
も
半
数
を
超
え
、
私
学
助
成
を

受
け
る
園
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
幼
児

保
育
・
保
育
に
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

皆
手
を
携
え
て
、高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
要
領
実
施
や
幼
児
教
育
の
無
償
化
に

向
け
た
取
り
組
み
等
、
新
た
な
課
題
に
対

し
て
も
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

来
賓
祝
辞

　

ご
来
賓
の
栃
木
県
知

事
福
田
富
一
様
ご
本
人

の
幼
児
教
育
へ
の
熱
い

声
援
を
い
た
だ
い
た
後
、

栃
木
県
議
会
議
長
五
十

嵐
清
様
、
宇
都
宮
市
長
佐
藤
栄
一
様
代
理

の
方
か
ら
も
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

表
彰

「
幼
稚
園
教
育
振
興
功
労
者
」（
敬
称
略
）

荒
木　

龍
鳳

（
認
定
こ
ど
も
園
せ
ん
だ
ん
幼
稚
園
）

吉
水　

義
浩

（
認
定
こ
ど
も
園
烏
山
み
ど
り
幼
稚
園
）

「
幼
稚
園
教
育
研
究
功
労
者
」

加
藤　

み
ど
り

（
真
岡
さ
く
ら
幼
稚
園
）

「
栃
幼
連　

永
年
勤
続
表
彰
」

五
十
年
表
彰　
　
　

一
名

四
十
年
表
彰　
　
　

九
名

三
十
年
表
彰　
　

十
三
名

二
十
年
表
彰　

三
十
七
名

十
年
表
彰　
　

七
十
一
名

  

講
演
会

『
遊
び
は
学
び
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
』

  

〜
幼
児
期
に
育
て
た
い
対
話
の
力
〜

　
講
師
　
島
根
大
学
大
学
院
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

肥
後　
功
一 

先
生

　

今
年
度
よ
り
施
行
・
実
施
さ
れ
た
幼
稚

園
教
育
要
領
・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
保
育
・
教
育
要
領
に
基
づ
い
た
研
修
の

第
一
歩
と
し
て
企
画
さ
れ
た
こ
の
講
演
会

は
、
特
別
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
幼
児
教
育

全
般
に
研
鑽
も
積
ま
れ
て
い
る
肥
後
先
生

に
よ
る
も
の
と
な
り
、「
幼
児
期
の
遊
び

が
ど
う
学
び
に
つ
な
が
る
の
か
」
を
多
く

の
事
例
を
含
め
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
き
、「
実
際
に
教
育
保
育
現
場
は

ど
う
取
り
組
ん
だ
ら
い
い
か
」
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

・
一
番
に
考
え
る
べ
き
は
、
教
育
要
領
や

保
育
指
針
の
十
の
姿
や
指
導
要
領
に
あ

げ
ら
れ
る
三
つ
の
柱
そ
の
も
の
で
は
な

く
、一
人
一
人
の「
心
の
育
ち
」で
あ
る
。

・「
心
の
育
ち
」
は
小
学
校
以
降
の
学
び
の

土
台
と
な
る
も
の
だ
が
、
特
に
遊
び
そ

の
も
の
か
ら
学
ぶ
事
を
大
事
に
す
る
こ

と
で
、
よ
り
「
主
体
的
に
」「
対
話
の

力
を
育
み
」
お
の
ず
と
学
び
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
る
。

　
『
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ

ン
も
い
い
が
、
ラ
ス
ト

ペ
ン
ギ
ン
も
い
い
』
な

ど
、
大
人
の
言
葉
で
教

え
る
の
で
は
な
く
『
子

ど
も
が
自
分
か
ら
発
す

る
言
葉
を
大
事
に
し
よ

う
、
リ
ア
ル
な
世
界
を

と
ら
え
よ
う
』
な
ど
、様
々
な
箇
所
で
『
な

る
ほ
ど
』
と
頷
く
言
葉
も
多
く
、
会
場
全

体
が
、『
早
速
、
子
ど
も
の
遊
び
を
見
つ

め
直
し
て
み
た
い
、
詞
と
の
出
会
い
を
た

く
さ
ん
見
い
だ
し
て
み
た
い
』
と
思
え
た

研
修
と
な
っ
た
。

  

公
演
会

『
あ
そ
び
う
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

　
　

ア
ト
リ
エ
自
遊
学
校

　
　

あ
き
ら
ち
ゃ
ん
＆
ジ
ャ
ン
プ
く
ん

　

海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ス
テ
ー
ジ
に
に
こ
や
か

に
現
れ
た
の
が
、
あ
き

ら
ち
ゃ
ん
と
ジ
ャ
ン
プ

く
ん
！　

最
初
か
ら
会

場
全
体
を
笑
い
と
歌
の

世
界
に
引
き
込
み
、
若

者
か
ら
年
配
の
参
加
者

ま
で
を
、
立
ち
上
が
っ

て
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
し
ま
う
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
だ
っ
た
。
以
前
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
か
ら
流
れ
て
く
る
曲
に
子
ど
も
た
ち

が
と
て
も
乗
っ
て
い
る
の
を
み
て
、
こ
の

曲
は
だ
れ
が
つ
く
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
が
、
今
回
そ
の
一
つ
の
疑
問
が
解

消
さ
れ
た
の
だ
が
、
今
回
同
じ
よ
う
な
体

験
を
し
た
者
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

会
場
を
一
体
化
し
た
「
あ
き
ら
ち
ゃ
ん

と
ジ
ャ
ン
プ
く
ん
」
も
す
ご
い
が
、
会
場

も
す
ば
ら
し
い
集
団
で
、
さ
す
が
保
育

者
の
集
ま
り
！
と
感
心
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
参
加
者
が
、
音

で
、
動
き
で
、
加
え

て
そ
の
場
の
ノ
リ
も

加
え
て
、
様
々
な
曲

を
身
に
付
け
た
よ
う

で
、
充
実
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ

た
。
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2分科会

3分科会

4分科会
9分科会

8分科会

10分科会

11分科会

12分科会

14分科会

13分科会

15分科会

16分科会

19分科会

17分科会

5分科会

6分科会

7分科会

18分科会

仕事の効率化と組織の活性化
～保育の質の向上につながる同僚性と園のあり方とは～（４０名）

前橋　　明（早稲田大学大学院・教授）
岡本　純世（認定こども園すみれ幼稚園・園長）

“よく食べ、よく遊び、よく寝る！！”というサ
イクルがいかに大切かを学ぶことで、「ま
たやってみたい！」と子どもが思うような運
動遊びが出来るよう、工夫していきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

健康な心と体を育む運動遊び
～楽しく、多様な動きが経験できる遊びとは～（６４名）

改めて、幼保小の連携の大切さを感じることが
できた。又、「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」を頭に入れ、願いを大切に保育していこう
と思った。

参加者の声

新教育要領での幼小連携を考える（４８名）

日吉佳代子（宇都宮共和大学・教授）
加藤みどり（真岡さくら幼稚園・園長）

子どもたちは友だちとの関わ
りや保育者の姿から、日々多く
の事を学んでいることを改め
て実感した。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼児期の学びと育ち（４１名）

市川奈緒子（白梅学園大学・教授）
安藤　紀子（聖ヨゼフ幼稚園・園長）

「保護者に伝わらないなあ？と思ったら、自分がそ
の保護者を理解していない。」の言葉に、その通
りなのかもしれないと思いました。何を共通理解
したいか・・・を見直して、園児と保護者に関わって
いきたいと思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

要配慮児の保護者支援（５３名）

永倉　栄子（天野式幼児リトミック研究所・所長）
横山　美樹（鹿沼幼稚園・主任）

助 言 者
コーディネーター

異年齢児の取り組み、雨の日ならではの遊び
の展開、保護者との連携を図る手法、生き物の
飼い方の見直し等
を学んだので活か
していきたい。

助 言 者

コーディネーター
参加者の声

その日その日で途切れてしまう保育ではな
く、教育・保育の一貫性を考え、自分が担当
しているクラスでも次に繋がる展開・発展が
できるような保育をしたいと思った。

参加者の声

園の環境を活かして
遊びが充実するための保育を考える（６１名）

グループ協議で、同じような悩みや課題を抱えてい
る先生方がたくさんいて安心すると共に他園で実践
している支援や保護者対
応等の情報交換ができ
て、視野が広がった。

助 言 者
コーディネーター

髙木　恵美（宇都宮市立富屋小学校・副校長）
大嶋　　裕（認定こども園今市中央幼稚園・副園長）

助 言 者
コーディネーター

免許状更新講習（１８８名）
小栗　貴弘（作新学院大学女子短期
　　　　　  大学部・准教授）
寺内　宏子（作新学院幼稚園・副園長）

講　師

コーディネーター

参加者の声

「特別支援教育の理解」
～ 個に応じた支援の充実 ～（６５名）

宮里　暁美
小林　研介（吞竜幼稚園・園長）

子どもたちがしたいと思うこと
を大切にする。最後まで見守る
保育「待っててね」ではなく、

「待っているよ」と言える保育者
になりたいと思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

2歳児の集団施設教育の配慮とは（６２名）

大竹　節子（前 東京都教職員研修センター・研修指導員）
伊藤　美帆（認定しらゆりこども園・教頭）
栗田　典昭（認定こども園黒羽幼稚園・副園長）

助 言 者

コーディネーター

【公開保育】
教育・保育の一貫性と生活の一体性
～乳児期からの発達の連続性から考えて～（３１名）

田代　幸代（共立女子大学・教授）
五十嵐市郎（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・副園長）

子ども達が体験を通して学んでいけるよ
うに、子どもを見る視点、姿勢（待つ等）、
意識（どのように育てたいか）等の大事
さを学んだ。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

非認知的な能力を育むための保育内容や方法（４７名）

子どもの成長を写真に残すことでその時の
出来事や表情・心情を振り返ることができる
とともに職員間での共通理解にもつながる
と改めて記録
に残す大切さ
を学んだ。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育のプロセスが見える記録の工夫
～子ども理解に向けて～（２９名）

高橋かほる（帝京短期大学・教授、学校心理士）
斎藤　佳子（認定こども園しずわでら幼稚園・園長）

先生が子どものモデルとな
り、先生を見て子どもが受け
止める「そういう人になりた
い」と子どもが思えるような
人、先生でありたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

「思いやりの心」を育む保育を考える（７６名）

神長美津子（國學院大學・教授）
桒子　佳子（矢場川幼稚園・園長）

「１０の姿」を目標にカリ
キュラムマネジメントして
いくことが大切だが、同時
に保育者としてのスキル
も高めていかなければな
らないと感じた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

現場の視点から新要領を考える（３０名）

天野　珠路（鶴見大学短期大学部・教授）
今井　政範（認定こども園さくらが丘・理事長）

防災対策の確認や見直しをす
るポイントが明確に分かった
とともに、自園の職員とも話
し合いながら見直せたらと
思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

園の安全管理体制・危機管理体制を考える（４２名）

相馬　靖明
山﨑　英明（釡井台幼稚園・副園長）

・他園の先生と情報交換をする中で改
善のヒントをもらうことができた。

・仕事の効率化をめざして、個人、園全
体で仕事の見直しをしていきたい。

助 言 者

コーディネーター
参加者の声

今井　和子

田名網優子（認定こども園明星幼稚園・教諭）

こどもを肯定的にとらえること
の大切さを学んだ。同じ年齢を
担当している先生と悩みを共
感でき、対応の仕方等参考に
なった。

助 言 者

コーディネーター

参加者の声

０・１・２歳児（乳児期）と３・４・５歳児（幼児期）の
生活と育ち（５８名）

（詳細はP.7）

　今年も教研委員のコーディネートのもと、心揺さぶる話題提起と助言
の先生の的確なアドバイスが、ご参加頂いた皆様の学びにつながったと
信じております。それぞれの分科会が盛会のうちに終了できましたこと
をこの場をお借りしてお礼申し上げます。

教育研究委員長　小倉庸寛

細谷　希望（氏家幼稚園・教諭）
酒井　英恵（高根沢第二幼稚園・教諭）

永田　文子（さくら認定こども園さくら幼稚園・園長）
石島あさみ（認定こども園愛泉幼稚園・主任）

吉永奈緒美（認定こども園七井幼稚園・保育教諭）
市村　歩美（認定こども園牧が丘幼稚園・保育教諭）

沼尾　明穂（認定こども園今市中央幼稚園・教諭）
本橋奈緒子（日光市役所 健康課・保健師）
岸　　有紗（黒磯いずみ幼稚園認定こども園・保育教諭）
菊地　裕子（認定あけぼのこども園・保育教諭）
久野　玲子（幼稚園型認定こども園学校法人壬生学園おもちゃのまち幼稚園・保育教諭）
水間　結依（幼稚園型認定こども園学校法人壬生学園おもちゃのまち幼稚園・保育教諭）
渡邉　佑子（認定こども園おおみや幼児教育センター・保育教諭）
野原　　祥（法得幼稚園・教諭）
瀧澤　瞳美（石橋幼稚園・教諭）

〔パネラー〕
坂本　修子（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・教務主任）
舘野ひろみ（認定こども園あかみ幼稚園・保育教諭）

〔パネラー〕
我妻　里恵（鹿沼市立菊沢西小学校・教諭）
赤池　美幸（日光市足尾認定こども園・保育教諭）
溝江　悟子（大田原市立紫塚小学校・教諭）
石井　敬子（ふたば幼稚園・教諭）

〔パネラー〕
白石由香里（呑竜幼稚園・教諭）
小野紗央莉（認定こども園メイプルキッズ・保育教諭）

〈 会場園 〉
陽の丘幼稚園（幼稚園型認定こども園）

とちぎ青少年センター２F・
第１・２研修室　多目的ホール
コンセーレ
１F・小ホール
県総合文化センター
３F・第３会議室
ニューみくら
２F・大会議室２０７
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宇都宮グランドホテル
１F・平安の間（CD）
コンセーレ
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ニューみくら
２F・大会議室２０８
ホテルニューイタヤ
３Ｆ・天平の間（東）

ホテルニューイタヤ
３Ｆ・天平の間（西）

県総合文化センター
３F・第１会議室
コンセーレ
２F・大ホール
県総合文化センター
３F・第２会議室
陽の丘幼稚園
宇都宮グランドホテル
１F・平安の間（AB）
栃木県総合教育センター
大講義室
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話題提起者 会　場分科会

日目
2

土沢　　薫（宇都宮共和大学・准教授）
栗田　英子（認定こども園黒羽幼稚園・園長）

若月　芳浩
大久保智子（認定こども園やすづか幼稚園・副園長）

福﨑　淳子（白鷗大学・教授）
山中真由美（認定おおやこども園・副園長）

講話：県総務課人権教育室指導主事・幼児教育センター指導主事
演習：倭文美貴子（恵光幼稚園） 矢野　麻由（上河内幼稚園）
　　　渡辺　容子（認定こども園のぶ幼稚園） 岡田　幸枝（認定こども園足利幼稚園）
　　　荒川絵美子（佐野みのり幼稚園） 小野塚圭子（認定こども園おもちゃのまち幼稚園）
　　　熊谷　綾子（白鷗大学はくおう幼稚園） 古川　清美（清滝寺幼稚園）
　　　渋谷　友子（認定こども園清滝幼稚園） 大久保美文（認定こども園かしわ幼稚園）
　　　西田　晶子（すぎのこ幼稚園認定こども園）

・簡単な音遊び（リズムやうた）や言葉遊びを組
み合わせながら、ねらいを持って指導したい。

・ひとりひとりの表現の仕方を大切にしながら
実践したい。

参加者の声

新規採用幼稚園教諭等研修（２５３名）

乙幡　洋子
上野　和彦（にのみや認定こども園・園長）

助 言 者

コーディネーター

良い人間関係の築き方（選択理論心理学）（４３名）

他人を変えるより自分の思考、
行為を変えることで、他人も変
わっていくことを学んだ。

参加者の声

日本選択理論心理学会・常任理事
ＷＧＩプラクティカム・スーパーアドバイザー

栃木県幼稚園教育研究大会
第64回
栃木県幼稚園教育研究大会
第65回
栃木県幼稚園教育研究大会
第65回

子どもと保育総合研究所・所員
東洋大学ライフデザイン学部・非常勤講師

子どもとことば研究所・代表
元立教女学院短期大学・教授

玉川大学・教授
四季の森幼稚園・園長

お茶の水女子大学・教授
お茶の水女子大学こども園・園長

豊かな感性を育むリトミック
～ リトミックを体験しながら、表現とは何かを考える ～（９７名）
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03

1分科会

2分科会

3分科会

4分科会
9分科会

8分科会

10分科会

11分科会

12分科会

14分科会

13分科会

15分科会

16分科会

19分科会

17分科会

5分科会

6分科会

7分科会

18分科会

仕事の効率化と組織の活性化
～保育の質の向上につながる同僚性と園のあり方とは～（４０名）

前橋　　明（早稲田大学大学院・教授）
岡本　純世（認定こども園すみれ幼稚園・園長）

“よく食べ、よく遊び、よく寝る！！”というサ
イクルがいかに大切かを学ぶことで、「ま
たやってみたい！」と子どもが思うような運
動遊びが出来るよう、工夫していきたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

健康な心と体を育む運動遊び
～楽しく、多様な動きが経験できる遊びとは～（６４名）

改めて、幼保小の連携の大切さを感じることが
できた。又、「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」を頭に入れ、願いを大切に保育していこう
と思った。

参加者の声

新教育要領での幼小連携を考える（４８名）

日吉佳代子（宇都宮共和大学・教授）
加藤みどり（真岡さくら幼稚園・園長）

子どもたちは友だちとの関わ
りや保育者の姿から、日々多く
の事を学んでいることを改め
て実感した。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

幼児期の学びと育ち（４１名）

市川奈緒子（白梅学園大学・教授）
安藤　紀子（聖ヨゼフ幼稚園・園長）

「保護者に伝わらないなあ？と思ったら、自分がそ
の保護者を理解していない。」の言葉に、その通
りなのかもしれないと思いました。何を共通理解
したいか・・・を見直して、園児と保護者に関わって
いきたいと思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

要配慮児の保護者支援（５３名）

永倉　栄子（天野式幼児リトミック研究所・所長）
横山　美樹（鹿沼幼稚園・主任）

助 言 者
コーディネーター

異年齢児の取り組み、雨の日ならではの遊び
の展開、保護者との連携を図る手法、生き物の
飼い方の見直し等
を学んだので活か
していきたい。

助 言 者

コーディネーター
参加者の声

その日その日で途切れてしまう保育ではな
く、教育・保育の一貫性を考え、自分が担当
しているクラスでも次に繋がる展開・発展が
できるような保育をしたいと思った。

参加者の声

園の環境を活かして
遊びが充実するための保育を考える（６１名）

グループ協議で、同じような悩みや課題を抱えてい
る先生方がたくさんいて安心すると共に他園で実践
している支援や保護者対
応等の情報交換ができ
て、視野が広がった。

助 言 者
コーディネーター

髙木　恵美（宇都宮市立富屋小学校・副校長）
大嶋　　裕（認定こども園今市中央幼稚園・副園長）

助 言 者
コーディネーター

免許状更新講習（１８８名）
小栗　貴弘（作新学院大学女子短期
　　　　　  大学部・准教授）
寺内　宏子（作新学院幼稚園・副園長）

講　師

コーディネーター

参加者の声

「特別支援教育の理解」
～ 個に応じた支援の充実 ～（６５名）

宮里　暁美
小林　研介（吞竜幼稚園・園長）

子どもたちがしたいと思うこと
を大切にする。最後まで見守る
保育「待っててね」ではなく、

「待っているよ」と言える保育者
になりたいと思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

2歳児の集団施設教育の配慮とは（６２名）

大竹　節子（前 東京都教職員研修センター・研修指導員）
伊藤　美帆（認定しらゆりこども園・教頭）
栗田　典昭（認定こども園黒羽幼稚園・副園長）

助 言 者

コーディネーター

【公開保育】
教育・保育の一貫性と生活の一体性
～乳児期からの発達の連続性から考えて～（３１名）

田代　幸代（共立女子大学・教授）
五十嵐市郎（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・副園長）

子ども達が体験を通して学んでいけるよ
うに、子どもを見る視点、姿勢（待つ等）、
意識（どのように育てたいか）等の大事
さを学んだ。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

非認知的な能力を育むための保育内容や方法（４７名）

子どもの成長を写真に残すことでその時の
出来事や表情・心情を振り返ることができる
とともに職員間での共通理解にもつながる
と改めて記録
に残す大切さ
を学んだ。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

保育のプロセスが見える記録の工夫
～子ども理解に向けて～（２９名）

高橋かほる（帝京短期大学・教授、学校心理士）
斎藤　佳子（認定こども園しずわでら幼稚園・園長）

先生が子どものモデルとな
り、先生を見て子どもが受け
止める「そういう人になりた
い」と子どもが思えるような
人、先生でありたい。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

「思いやりの心」を育む保育を考える（７６名）

神長美津子（國學院大學・教授）
桒子　佳子（矢場川幼稚園・園長）

「１０の姿」を目標にカリ
キュラムマネジメントして
いくことが大切だが、同時
に保育者としてのスキル
も高めていかなければな
らないと感じた。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

現場の視点から新要領を考える（３０名）

天野　珠路（鶴見大学短期大学部・教授）
今井　政範（認定こども園さくらが丘・理事長）

防災対策の確認や見直しをす
るポイントが明確に分かった
とともに、自園の職員とも話
し合いながら見直せたらと
思った。

助 言 者
コーディネーター

参加者の声

園の安全管理体制・危機管理体制を考える（４２名）

相馬　靖明
山﨑　英明（釡井台幼稚園・副園長）

・他園の先生と情報交換をする中で改
善のヒントをもらうことができた。

・仕事の効率化をめざして、個人、園全
体で仕事の見直しをしていきたい。

助 言 者

コーディネーター
参加者の声

今井　和子

田名網優子（認定こども園明星幼稚園・教諭）

こどもを肯定的にとらえること
の大切さを学んだ。同じ年齢を
担当している先生と悩みを共
感でき、対応の仕方等参考に
なった。

助 言 者

コーディネーター

参加者の声

０・１・２歳児（乳児期）と３・４・５歳児（幼児期）の
生活と育ち（５８名）

（詳細はP.7）

　今年も教研委員のコーディネートのもと、心揺さぶる話題提起と助言
の先生の的確なアドバイスが、ご参加頂いた皆様の学びにつながったと
信じております。それぞれの分科会が盛会のうちに終了できましたこと
をこの場をお借りしてお礼申し上げます。

教育研究委員長　小倉庸寛

細谷　希望（氏家幼稚園・教諭）
酒井　英恵（高根沢第二幼稚園・教諭）

永田　文子（さくら認定こども園さくら幼稚園・園長）
石島あさみ（認定こども園愛泉幼稚園・主任）

吉永奈緒美（認定こども園七井幼稚園・保育教諭）
市村　歩美（認定こども園牧が丘幼稚園・保育教諭）

沼尾　明穂（認定こども園今市中央幼稚園・教諭）
本橋奈緒子（日光市役所 健康課・保健師）
岸　　有紗（黒磯いずみ幼稚園認定こども園・保育教諭）
菊地　裕子（認定あけぼのこども園・保育教諭）
久野　玲子（幼稚園型認定こども園学校法人壬生学園おもちゃのまち幼稚園・保育教諭）
水間　結依（幼稚園型認定こども園学校法人壬生学園おもちゃのまち幼稚園・保育教諭）
渡邉　佑子（認定こども園おおみや幼児教育センター・保育教諭）
野原　　祥（法得幼稚園・教諭）
瀧澤　瞳美（石橋幼稚園・教諭）

〔パネラー〕
坂本　修子（宇都宮大学教育学部附属幼稚園・教務主任）
舘野ひろみ（認定こども園あかみ幼稚園・保育教諭）

〔パネラー〕
我妻　里恵（鹿沼市立菊沢西小学校・教諭）
赤池　美幸（日光市足尾認定こども園・保育教諭）
溝江　悟子（大田原市立紫塚小学校・教諭）
石井　敬子（ふたば幼稚園・教諭）

〔パネラー〕
白石由香里（呑竜幼稚園・教諭）
小野紗央莉（認定こども園メイプルキッズ・保育教諭）

〈 会場園 〉
陽の丘幼稚園（幼稚園型認定こども園）

とちぎ青少年センター２F・
第１・２研修室　多目的ホール
コンセーレ
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３F・第３会議室
ニューみくら
２F・大会議室２０７
県総合文化センター
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パルティ
３F・研修室301
県総合文化センター
３F・特別会議室
パルティ
３F・研修室302
宇都宮グランドホテル
１F・平安の間（CD）
コンセーレ
２F・アイリスホール
ニューみくら
２F・大会議室２０８
ホテルニューイタヤ
３Ｆ・天平の間（東）

ホテルニューイタヤ
３Ｆ・天平の間（西）

県総合文化センター
３F・第１会議室
コンセーレ
２F・大ホール
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大講義室

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

話題提起者 会　場分科会

日目
2

土沢　　薫（宇都宮共和大学・准教授）
栗田　英子（認定こども園黒羽幼稚園・園長）

若月　芳浩
大久保智子（認定こども園やすづか幼稚園・副園長）

福﨑　淳子（白鷗大学・教授）
山中真由美（認定おおやこども園・副園長）

講話：県総務課人権教育室指導主事・幼児教育センター指導主事
演習：倭文美貴子（恵光幼稚園） 矢野　麻由（上河内幼稚園）
　　　渡辺　容子（認定こども園のぶ幼稚園） 岡田　幸枝（認定こども園足利幼稚園）
　　　荒川絵美子（佐野みのり幼稚園） 小野塚圭子（認定こども園おもちゃのまち幼稚園）
　　　熊谷　綾子（白鷗大学はくおう幼稚園） 古川　清美（清滝寺幼稚園）
　　　渋谷　友子（認定こども園清滝幼稚園） 大久保美文（認定こども園かしわ幼稚園）
　　　西田　晶子（すぎのこ幼稚園認定こども園）

・簡単な音遊び（リズムやうた）や言葉遊びを組
み合わせながら、ねらいを持って指導したい。

・ひとりひとりの表現の仕方を大切にしながら
実践したい。

参加者の声

新規採用幼稚園教諭等研修（２５３名）

乙幡　洋子
上野　和彦（にのみや認定こども園・園長）

助 言 者

コーディネーター

良い人間関係の築き方（選択理論心理学）（４３名）

他人を変えるより自分の思考、
行為を変えることで、他人も変
わっていくことを学んだ。

参加者の声

日本選択理論心理学会・常任理事
ＷＧＩプラクティカム・スーパーアドバイザー

栃木県幼稚園教育研究大会
第64回
栃木県幼稚園教育研究大会
第65回
栃木県幼稚園教育研究大会
第65回

子どもと保育総合研究所・所員
東洋大学ライフデザイン学部・非常勤講師

子どもとことば研究所・代表
元立教女学院短期大学・教授

玉川大学・教授
四季の森幼稚園・園長

お茶の水女子大学・教授
お茶の水女子大学こども園・園長

豊かな感性を育むリトミック
～ リトミックを体験しながら、表現とは何かを考える ～（９７名）
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に
つ
い
て

講
師　

保
健
福
祉
部　

こ
ど
も
政
策
課

　

主
事　

髙
岩　
重
成 

氏

趣
旨
：
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
に
基

　
　
　

づ
き
、
幼
稚
園
に
お
け
る

　
　
　

二
歳
児
の
迅
速
な
受
け
入

れ
を
推
進
す
る

実
施
場
所
：
幼
稚
園
（
新
制
度
園
及
び
私

学
助
成
園
）

　
　
　
　
　

※
認
定
こ
ど
も
園
は
対
象
外

対
象
児
童
：
第
三
号
認
定
を
受
け
た
二
歳
児

設
備
基
準
：
一
人
あ
た
り
一
．
九
八
㎡

職
員
配
置
：
児
童
六
名
に
つ
き
職
員
一
名

職
員
資
格
：
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
免
許

所
持
者
、
市
町
村
等
が
行
う

研
修
を
修
了
し
た
者
（
子
育

て
支
援
員
）

保
育
時
間
：
八
時
間
が
原

則

給
食
：
自
園
調
理
は
必
須

と
し
な
い

（
三
）
処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
の
運
用
の
見

　
　
　

直
し
に
つ
い
て

講
師　

保
健
福
祉
部　

こ
ど
も
政
策
課

　

主
事　

三
井 

恵
理
子 

氏

	

主
任　

石
下　

 

詩
織 

氏

①
副
主
任
保
育
士

等
の
賃
金
改
善
の

た
め
の
加
算
額
に

つ
い
て
、
月
額
四
万
円

の
賃
金
改
善
を
加
算
通

知
の
「
人
数
Ａ
÷
２
」

人
の
副
主
任
保
育
士
等

に
た
い
し
て
行
っ
た
う

え
で
、
残
り
の
加
算
額

に
つ
い
て
は
、
職
務
分

野
別
リ
ー
ダ
ー
等
へ
の

配
分
を
可
能
と
す
る

② 

①
に
よ
り
職
務
分
野
別
リ
ー
ダ
ー
等

に
配
分
を
行
う
場
合
に
は
、
加
算
通
知

の
「
人
数
Ｂ
」
を
超
え
て
も
よ
い
。
ま

た
、
副
主
任
保
育
士
等
に
対
す
る
賃
金

改
善
額
の
う
ち
最
も
低
い
額
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
月
額
五
千
円
を
超
え
て
も

よ
い
。

③
二
〇
二
二
年
度
ま
で
の
時
限
処
置
と
し

て
処
遇
改
善
加
算
Ⅱ
に
よ
る
加
算
額
の

総
額
の
二
十
％
に
つ
い
て
は
同
一
事
業

者
内
で
施
設
・
事
業
所
を
ま
た
ぐ
配
分

を
可
能
と
す
る

（
四
）
保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

　
　
　

研
修
ス
タ
ン
プ
発
行
に
つ
い
て

講
師　

栃
幼
連　

教
育
研
究
副
委
員
長

山
﨑　
英
明 

氏

「
研
修
ス
タ
ン
プ
発
行
の
目
的
」

①
研
修
実
績
の
記
録

　

を
確
実
に
残
す

②
文
部
科
学
省
、
厚
生
労

働
省
、
内
閣
府
が
処
遇

改
善
要
件
と
し
て
打
ち

出
し
た「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
」
に
対

応
す
る
為
に
も
、
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

が
重
要
と
な
り
、
所
有
率
一
〇
〇
％
を

目
指
し
た
い

「
研
修
ス
タ
ン
プ
を
発
行
で
き
る
研
修
会
」

①
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
主
催
の
研

修
会

②（
公
財
）
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教

育
研
究
機
構
主
催
の
研
修
会

③
都
道
府
県
私
立
幼
稚
園
団
体
主
催
の
研

修
会

④
都
道
府
県
私
立
幼
稚
園
団
体
が
認
め

た
、
市
・
地
区
の
私
立
幼
稚
園
団
体
主

催
の
研
修
会

「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
使
い
方
」

①
顔
写
真
を
貼
り
、
氏

名
、
生
年
月
日
等
必

要
事
項
を
明
記
す
る

②
配
布
さ
れ
た
研
修
ス

タ
ン
プ
シ
ー
ル
を
該

当
す
る
俯
瞰
図
番
号

の
ペ
ー
ジ
に
貼
っ
て

保
管
す
る

③
研
修
ス
タ
ン
プ
が
発
行
さ
れ
る
研
修

も
、
そ
う
で
な
い
研
修
（
園
内
研
修
含

む
）
も
受
講
し
た
順
に
研
修
一
覧
に
記

録
す
る

④
園
長
、
施
設
長
は
研
修
ス
タ
ン
プ
及
び

研
修
履
歴
一
覧
に
記
録
さ
れ
た
内
容
を

確
認
し
、
「
認
印
」
を
押
す

青
年
部
委
員
会
研
修
会

　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
九
日
（
金
）

十
七
時
か
ら
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
青

年
部
委
員
会
の
研
修
会
が

行
わ
れ
た
。P

rosper

（
プ
ロ
ス
パ
ー
）
代
表
で

あ
る
長
沢
弥
生
氏
を
講
師

に
招
き
、
テ
ー
マ
「
明
日

か
ら
使
え
る
魅
力
ア
ッ
プ

マ
ナ
ー
講
座
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。
組
織

の
一
員
と
し
て
の
心
得
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
重
要

性
、
身
だ
し
な
み
、
挨
拶

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
、
お
辞
儀
、
正

し
い
敬
語
の
使
い
方
、
印

象
ア
ッ
プ
の
話
法
、
名
刺

交
換
、
来
客
対
応
・
ご

案
内
、
席
次
、
お
茶
接

待
、
電
話
応
対
の
基
本
心

得
、
瞑
想
な
ど
内
容
は
多

岐
に
渡
っ
た
。
質
疑
応

答
で
は
個
別
の
案
件
を
例
に
「
こ
う
い
う

場
合
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
お
勧
め
し
ま

す
か
。
」
な
ど
と
た
く
さ
ん
の
質
疑
が
飛

び
交
っ
た
。
青
年
部
員
は
日
頃
の
疑
義
の

回
答
を
得
て
、
安
心
す
る
者
、
納
得
す
る

者
、
明
日
か
ら
の
実
行
を
意
気
込
む
者
な

ど
様
々
で
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
度
公
開
研
究
会

期
日　
平
成
三
十
年
六
月
三
十
日
（
土
）

会
場　
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

参
加　

二
百
四
十
名

　

附
属
幼
稚
園
で
は
昨
年
度
か
ら

「
よ
く
遊
び
伸
び
る
子
を
育
て
る

た
め
に
」
と
い
う
研
究
主
題
を
設

定
し
、
研
究
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
は
新
た
に
、
「
遊
び
込
ん
で
い
く

中
で
の
学
び
か
ら
教
育
課
程
を
考
え
る
」

を
副
主
題
に
掲
げ
、
公
開
研
究
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

実
際
保
育
で
は
、
幼
児
が
自
分
か
ら
興
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味
を
も
っ
て
、
遊
具
や

用
具
、
素
材
に
つ
い
て

ふ
さ
わ
し
い
関
わ
り
が

で
き
る
よ
う
に
、
数
量

や
配
置
、
素
材
の
種
類

な
ど
も
含
め
て
の
「
環

境
設
定
の
工
夫
」
を
多

数
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
午
後
に
行
わ
れ
た

保
育
研
究
で
も
、
幼
児

の
自
発
的
な
遊
び
を
促

す
た
め
に
は
、
材
料
や

用
具
、
場
の
設
定
な
ど

を
事
前
に
し
っ
か
り
と

準
備
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
、
幼

児
が
興
味
を
示
す
新
し

い
素
材
の
開
発
が
重
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
た
。

　

研
究
発
表
で
は
、

「
す
べ
て
の
年
齢
に
お

け
る
幼
児
の
発
達
の
姿
を
再
考
す
る
こ
と

で
教
育
課
程
の
改
善
を
図
っ
た
こ
と
」
、

「
幼
児
の
も
っ
と
や
り
た
い
を
引
き
出
す

た
め
の
『
も
の
』
の
存
在
の
大
き
さ
に
着

目
し
、
改
め
て
教
材
研
究
の
重
要
性
を
認

識
し
た
こ
と
」
、
「
研
究
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
幼
稚
園
の
教
育
課
程
の
中

で
育
み
た
い
資
質
・
能
力
が
小
学
校
の
学

び
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
で
き

た
」
な
ど
の
発
表
が
あ
っ
た
。

〇
・
一
・
二
歳
児
研
修

期
日　

平
成
三
十
年
七
月
九
日
（
月
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ

参
加　

百
十
九
名

テ
ー
マ 

「
乳
児
期
か
ら
始
ま
る
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
」

〜
茶
々
保
育
園
の
実
践
例
か
ら
み
る
〜

講
師　

茶
々
保
育
園

　

グ
ル
ー
プ
総
括
園
長　

迫
田 

圭
子 

氏

園
長　

海
沼 

和
代 

氏

　

ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
主

体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
）
と
聞
く

と
、
幼
児
期
以
降
の
活

動
と
捉
え
が
ち
で
あ
る

が
、
乳
児
こ
そ
が
そ
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。

　

生
活
や
仕
事
の
中
で

人
工
知
能
を
取
り
入
れ

つ
つ
あ
る
こ
の
時
代
、

保
育
も
教
育
も
当
然
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
重

要
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
れ
は
乳
児
期
か

ら
育
成
す
る
こ
と
で
か
な
り
の
効
果
が
み

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

言
葉
も
ま
だ
発
さ
な
い
乳
児
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
だ
ろ

う
、
と
い
う
疑
問
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
先

生
は
ご
自
身
の
豊
富
な
経
験
か
ら
、
子
ど

も
の
興
味
関
心
を
見
極
め
な
が
ら
、
遊
び

や
視
覚
や
聴
覚
を
刺
激
す
る
よ
う
な
遊
び

を
用
意
す
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
力

や
想
像
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
熱
心
に
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。

　

お
二
人
の
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
私
た

ち
は
乳
児
期
の
遊
び
を
よ
り
一
層
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
た
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
運
転
研
修
会

期
日　
平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日（
火
）

会
場　

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
特
別
会
議
室
）

参
加　

百
六
十
名

講
師　

　

宇
都
宮
中
央
警
察
署　

交
通
総
務
課

課
長　

酒
巻　
　
祐 

氏

　

栃
木
交
通
バ
ス
㈱　

運
行
部

運
行
部
長　

石
崎　
隆
英 

氏

　

栃
木
県
に
お
け

る
交
通
事
故
の
事

例
を
基
に
、
日
々

の
交
通
安
全
に
つ
い
て
の

心
構
え
や
、
注
意
点
を
確

認
し
た
。
幼
稚
園
バ
ス

に
よ
る
重
大
事
故
は
、
園

の
評
判
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
。
今

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

の
撮
影
、
そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
っ
て
す
ぐ
に
情
報
が

広
ま
っ
て
し
ま
う
た
め
、

園
の
看
板
と
も
言
え
る
幼

稚
園
バ
ス
の
事
故
に
お
け

る
影
響
力
は
想
像
以
上
で

あ
る
。
そ
し
て
、
な
ん
と

い
っ
て
も
搭
乗
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
命
に
関
わ

る
大
き
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
自
己
管
理
や
安
全
意
識
の
再
確

認
、
園
と
し
て
も
運
転
手
の
体
調
確
認
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
幼
稚
園
バ
ス
に
よ

る
重
大
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
事
に
気
を
つ
け
る
べ
き
か
の
講
話
を

い
た
だ
い
た
。
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
構

え
と
し
て
、
「
安
全
な
送
迎
に
向
け
て
の

心
の
準
備
を
行
い
、
ど
ん
な
事
態
に
対
し

て
も
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
準
備
と
目
的

を
必
ず
達
成
す
る
と
い
う
意
気
込
み
を

し
っ
か
り
と
持
ち
、
運
転
業
務
に
取
り
組

む
。
」
と
い
っ
た
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
保
護
者
か
ら
の
安
心
安
全
評
価

が
生
ま
れ
、
園
へ
の
信
頼
に
繋
が
る
。
運

転
手
に
求
め
ら
れ
る
責
任
は
重
く
、
プ
ロ

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
持

ち
、
安
全
へ
の
注
意
力
と
配
慮
を
さ
ら
に

高
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
あ
ら
た
め

て
安
全
と
幼
稚
園
バ
ス
の
責
任
の
重
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

第
33
回 

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

関
東
地
区
教
員
研
修
千
葉
大
会

期
日　
平
成
三
十
年
八
月
二
十
一
日
（
火
）

〜
二
十
二
日
（
水
）

会
場　

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
他

大
会
テ
ー
マ

「
子
ど
も
た
ち
の
今
と
未
来
の
幸
せ
を

ね
が
っ
て
」

〜
楽
し
い
あ
そ
び
か
ら
共
に
学
び
あ
い
、

共
に
育
ち
あ
う
〜

　

一
般
財
団
法
人
私
学
研
修
福
祉

会
の
主
催
よ
り
、
全
日
本
私
立
幼

稚
園
連
合
会
関
東
地
区
教
員
研
修

千
葉
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
研
修

に
は
千
葉
、
山
梨
、
神
奈
川
、
群
馬
、

茨
城
、
埼
玉
、
新
潟
、
栃
木
か
ら
合
計

千
五
百
三
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
一
日
目

は
開
会
式
の
後
、
茨
城
大
学
の
岡
田
誠
教

授
の
『
「
チ
バ
ニ
ア
ン
」
と
地
質
時
代
』

と
題
し
た
記
念
講
演
。
続
い
て
、
聖
徳

大
学
附
属
女
子
中
学
校
・

高
等
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
二

日
目
は
十
五
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
分
か
れ
研
修
が
行
わ

れ
、
「
仕
事
の
効
率
化
と

組
織
の
活
性
化
」
を
栃
木

県
の
先
生
方
が
担
当
し

た
。
酷
暑
の
な
か
、
お
骨

折
り
い
た
だ
い
た
内
部
ゲ

ス
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
問
題
提
起
者
の

方
々
へ
敬
意
を
表
し
た

い
。
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今
回
学
ん
だ
、
保
育
内
で
の
危
険
回
避
や

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、
活
動
の
構
成
の

仕
方
を
十
分
に
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
活
動
内
で
感
じ
た
「
楽
し
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
、
そ

ん
な
あ
た
た
か
い
先
生
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　

宿
泊
研
修
で
学
べ
る
こ
と
は
と
て
も
多

く
、
研
修
生
、
実
行
委
員
や
講
師
と
も
に
、

貴
重
で
充
実
し
た
三
日
間
と
な
っ
た
。

期
日　

平
成
三
十
年
七
月
七
日
（
土
）

場
所　

マ
ロ
ニ
エ
・
プ
ラ
ザ
大
展
示
場

参
加
状
況

　

参
加
園
数　

百
五
十
五
園

　

参
加
者
数　

三
百
五
十
三
名　

参
加

参
加
者
内
訳

　

県
内
学
生　

二
百
九
十
七
名

　

県
外
学
生　

五
十
四
名

　

一
般　
　
　

二
名

　

栃
幼
連
主
催
の

就
職
説
明
会
が
、

今
年
も
宇
都
宮
の

マ
ロ
ニ
エ
・
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
今
の
認
定
こ

ど
も
園
化
の
流
れ

に
と
も
な
い
、
職

員
を
確
保
す
べ
く

臨
ん
だ
園
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
と
は
裏
腹
に
、
参
加
者
は
前
年
度
か

ら
更
に
四
十
三
人
減
と
な
る
三
百
五
十
三

名
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
学
生
ら
は
、
事

前
の
説
明
を
聞
き
終
え
る
と
、
思
い
思
い

の
園
へ
と
足
を
運
び
、
熱
心
に
話
を
聞
い

就
職
説
明
会

就
職
説
明
会

て
い
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
園
・
学
生
ら
双
方

へ
の
配
慮
と
し
て
、
新
た
な
試
み
が
行
わ

れ
た
。
ブ
ー
ス
を
作
成
し
て
、
面
談
を
行

う
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
ら
ず
だ
が
、
前
半
の

一
時
間
の
み
、
十
五
分
ご
と
に
面
談
時
間

を
区
切
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
多
く
の
学
生
ら
に
話
を
聞
い
て

も
ら
い
た
い
園
と
、
多
く
の
園
を
回
り
話

を
聞
き
た
い
学
生
の
間
で
、
お
互
い
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
な
く
す
と
い
う
効
果
が
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
規
・
異
業
種
の
参
入
に
あ
っ
て
人
手
不

足
の
幼
稚
園
と
い
う
業
界
に
、
離
職
率
の

低
減
は
不
可
欠
な
は
ず
だ
。
ま
し
て
や
認

定
こ
ど
も
園
と
な
る
と
、
教
職
員
数
は
更

に
必
要
と
な
る
。
各
園
と
も
、
教
職
員
確

保
に
様
々
な
ご
苦
労
が
あ
る
か
と
思
わ
れ

る
が
、
今
回
の
方
策
が
良
い
結
果
を
生
む

こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
今
年
度
を
も
っ
て
、
マ
ロ
ニ
エ
・

プ
ラ
ザ
に
お
け
る
就
職
説
明
会
は
最
後
と

な
っ
た
。
今
回
で
二
十
二
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
が
、
次
回
二
十
三
回
目
は
、
宇
都

宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
マ
ロ
ニ
エ
・
プ
ラ
ザ

で
出
会
い
、
自
園
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
た

学
生
も
多
く
い
た
で
あ
ろ
う
。
奇
し
く
も

今
年
は
七
夕
だ
っ
た
。
場
所
を
移
す
こ
と

に
な
っ
て
も
変
わ

ら
ず
の
良
い
出
会

い
、
そ
し
て
学
生

ら
の
多
く
の
参
加

を
願
い
つ
つ
、
こ

の
日
の
出
会
い
を

大
切
に
し
、
今
年

度
の
採
用
活
動
に

専
念
し
た
い
。

　

八
月
九
日
（
木
）
〜

十
一
日
（
土
）、
栃
木
県
立

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
に

て
、
二
百
二
十
八
名
の
県

内
新
規
採
用
教
諭
宿
泊
研

修
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
も
、「
保
育
者
に
ふ
さ
わ
し
い
①
明

朗
で
き
ま
り
よ
く
行
動
す
る
生
活
体
験
②
豊

か
な
自
然
体
験
③
積
極
的
に
社
会
人
と
し
て

の
体
験
等
を
積
む
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と

し
て
の
幼
児
教
育
及
び
保
育
の
理
解
を
深
め

る
。」
を
目
的
と
し
、
栃
木
県
幼
稚
園
連
合

会
青
年
部
委
員
が
実
行
委
員
、
教
育
研
究
委

員
が
講
師
と
し
て
三
日
間
を
通
し
て
様
々
な

内
容
の
研
修
を
行
っ
た
。

　

初
日
、
台
風
十
三
号
の
影
響
で
出
発
の
時

間
を
午
後
二
時
に
変
更
し
た
。
時
間
の
大
幅

な
変
更
に
よ
り
、
到
着
後
、
慌
た
だ
し
く
開

所
式
を
行
い
、
食
事
及
び
入
浴
の
時
間
と

な
っ
た
。
夜
は
、
当
初
入
所
後
に
予
定
を
し

て
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
時
間
を
短
縮
し

て
行
っ
た
。
生
活
や
活
動
、
研
修
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
自
己
紹
介
や

新
聞
紙
タ
ワ
ー
な
ど
を
通
し
て
グ
ル
ー
プ
内

の
関
係
性
を
深
め
る
と
と
も
に
、
個
人
の
役

割
を
明
確
に
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
全
体
活
動
と
し
て
「
こ

れ
で
バ
ッ
チ
リ
！
園
の
代
表
と
し
て
の
自
覚

を
持
と
う
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
保
護
者
応

対
や
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
、
電
話
応
対

等
の
心
得
を
伝
え
、
実
際
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
を
行
う
こ
と
で
学
び
を
深
め
た
。
新
人

で
も
他
者
か
ら
見
れ
ば
園
の
一
員
、
自
分
の

行
動
が
園
の
評
判
と
な
る
。
一
人
一
人
が
園

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
等

　
　
　
　宿
泊
研
修
報
告

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
等

　
　
　
　宿
泊
研
修
報
告

の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
再

認
識
さ
せ
、「
も
し
、
失
敗
し
て
も
次
に
繋

げ
れ
ば
良
い
」
等
、
自
信
を
も
っ
て
働
け
る

よ
う
話
を
し
た
。

　

選
択
活
動
で
は
、
即
実
践
で
使
え
る
歌
や

制
作
、
室
内
外
や
水
あ
そ
び
に
お
け
る
遊
び

方
や
そ
れ
に
伴
う
危
険
、
絵
本
と
保
育
の
関

係
性
や
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
０
・
１
・
２

歳
児
担
当
に
対
応
し
た
講
義
を
行
な
っ
た
。

各
々
が
興
味
の
あ
る
活
動
を
選
び
、
午
前
午

後
と
も
に
し
っ
か
り
と
活
動
し
た
。

　

夕
食
後
は
、
予
定
を
し

て
い
た
任
意
活
動
を
中
止

し
て
、
初
日
の
夜
に
予
定

を
し
て
い
た
、「
水
の
事
故

防
止
〜
安
全
で
楽
し
い
水

遊
び
を
実
施
す
る
た
め
に

〜
」
を
行
っ
た
。
毎
年
起
こ
る
水
の
事
故
を

受
け
、
水
遊
び
の
目
的
、
水
の
特
性
を
学
ん

だ
上
で
、
危
険
箇
所
や
監
視
業
務
の
重
要
性

を
伝
え
た
。

　

三
日
目
は
、
活
動
以
外
の
時
間
を
有
効
に

使
い
、
班
ご
と
に
作
り
上
げ
て
き
た
手
あ
そ

び
を
「
手
あ
そ
び
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
発
表
し

た
。
発
表
す
る
手
あ
そ
び
を
発
案
し
、
練

習
し
て
い
く
こ
と
で
交
流
や
話
し
合
い
が

進
み
、
協
力
や
思
い
や
り

の
気
持
ち
が
育
つ
機
会
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
対

象
年
齢
を
決
め
る
こ
と
で
、

各
園
で
の
対
象
年
齢
の
子

ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な

も
の
に
興
味
を
持
ち
、
ど

の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る

か
を
考
え
、
受
持
つ
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
を
思
い

返
す
時
間
に
も
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。
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教
育
課
程
研
究
集
会
〔
幼
児
教
育
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
一
日

　

六
月
十
五
日
に
教
育
課
程
研
究
集
会

〔
幼
児
教
育
〕
の
第
一
日
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
会
は
、
文
部
科
学
省
の
「
平
成

三
十
年
度
幼
稚
園
教
育
理
解
推
進
事
業
」

の
都
道
府
県
協
議
会
に
該
当
す
る
も
の

で
、
幼
稚
園
教
育
の
質
の
保
証
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。
文
部
科
学
省
か
ら
本
県

に
示
さ
れ
た
協
議
主
題
は
、「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
幼
小
の
接
続
」

「
安
全
」
の
三
つ
で
す
。

　

午
前
中
に
、
茨
城

大
学
教
育
学
部
の
神

永
直
美
教
授
よ
り
、

こ
の
三
つ
の
協
議
主

題
に
つ
い
て
話
が
あ

り
ま
し
た
。
園
長
も

兼
務
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
実
践
に
落
と
し
込
ん
だ
分
か
り

や
す
い
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
協
議
主
題
ご
と
に
分
科
会
に

分
か
れ
ま
し
た
。
演
習
や
情
報
交
換
、
協

議
等
を
通
し
て
、
主
題
に
つ
い
て
さ
ら
に

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
園
の

現
状
や
課
題
を
改
め
て
確
認
し
、
第
二
日

（
九
月
二
十
七
日
）
に
向
け
て
、
各
園
で

の
研
究
の
方
向
性
を
固
め
て
い
た
だ
き
ま

だ
」
と
い
う
自
分

の
常
識
を
振
り
返

り
、
多
様
な
見
方

が
あ
る
こ
と
に
気

付
く
こ
と
の
大
切

さ
を
確
認
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
「
幼
児

理
解
か
ら
始
ま
る
保
育
」
を
テ
ー
マ
に
講

話
及
び
映
像
資
料
を
通
し
た
演
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
十
一
班
に
分
か
れ
て
、
各
地

区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
指
導
助
言
者
に
よ
る

演
習
を
行
い
ま
し
た
。
保
育
の
映
像
視
聴

を
基
に
、
幼
児
の
内
面
を
推
し
量
り
、
グ

ル
ー
プ
で
対
象
児
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
付
箋
紙
に
よ
る
ワ
ー
ク
を

基
に
、
今
日
の
講
話
・
演
習
や
今
ま
で
の

経
験
か
ら
、
幼
児

理
解
に
大
切
な
こ

と
に
つ
い
て
ま
と

め
ま
し
た
。
最
後

に
、
指
導
助
言
者

に
、
本
研
修
の
目

標
を
押
さ
え
な
が

ら
、
御
自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
た
多
様
な
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
に
、再
び
全
体
で
集
ま
り
、

第
四
〜
六
日
の
宿
泊
研
修
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

し
た
。

　

協
議
主
題
の
下
、
研
究
を
通
し
て
、
各

園
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

 

　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
等
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
三
日

 

（
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会
第
19
分
科
会
）

　

八
月
一
日
に
、
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

等
研
修
第
三
日
を
開
催
し
ま
し
た
。
記
録

的
な
猛
暑
が
続
く
中
で
の
研
修
で
し
た

が
、
受
講
者
は
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い

く
ら
い
の
熱
意
を
持
っ
て
、
集
中
し
て
研

修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一

学
期
の
お
互
い
の
頑
張
り
を
同
期
と
分
か

ち
合
い
、
た
た
え
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
県
教
育
委
員
会
総
務
課
人

権
教
育
室
の
星
治
指
導
主
事
よ
り
「
一
人

一
人
を
大
切
に
す
る
教
育
」
を
題
に
人
権

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
こ
う
あ
る
べ
き

★
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
案
内
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

こ
れ
か
ら
の
研
修

○
合
同
研
修
〔
幼
小
〕

　
十
月
二
十
六
日（
金
）・十
一
月
一
日（
木
）

　
十
一
月
六
日（
火
）・十
一
月
八
日（
木
）

　

講
話
「
接
続
期
の
主
体
的
・
対
話
的

　
　
　
　
で
深
い
学
び
と
は
〜
カ
リ
キ
ュ

　
　
　
　

ラ
ム
の
接
続
〜
」

　

協
議
「『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

　
　
　
　

び
』
を
視
点
に
カ
リ
キ
ュ
ラ

　
　
　
　

ム
を
見
直
し
、
接
続
期
の
教

　
　
　
　

育
の
在
り
方
を
考
え
よ
う
」

○
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
一
月
二
十
六
日
（
月
）

　

講
話
「
幼
児
期
に
お
け
る
主
体
的
・

　
　
　
　

対
話
的
で
深
い
学
び
と
は
〜

　
　
　
　

大
学
入
試
改
革
か
ら
見
る
幼

　
　
　
　

児
教
育
〜
」

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

大
杉　
住
子　
審
議
役

○
幼
児
教
育
特
別
講
座
Ⅰ

九
月
十
二
日
（
水
）

　

講
話
「
全
体
的
な
計
画
と
は
」

　
名
古
屋
学
芸
大
学
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
学
部

津
金　
美
智
子　
教
授

○
幼
児
教
育
特
別
講
座
Ⅱ

十
二
月
五
日
（
水
）

　
講
話「
幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
と
は
」

　
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所

久
保
山　
茂
樹　
総
括
研
究
員

教
育
要
領
の
全
面
実
施
に
お
い

て
、ぜ
ひ
と
も
聞
い
て
お
き
た
い

講
話
が
た
く
さ
ん
あ
る
ピ
ヨ
！

Ａ分科会
カリキュラム・マネジメント

Ｂ分科会　幼小の接続

Ｃ分科会　安全
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編集後記
　

日
本
の
夏
は
各
地
で
花
火
大
会

が
盛
ん
だ
が
、
こ
の
夏
あ
な
た
は

花
火
を
見
た
だ
ろ
う
か
。
私
は
今

年
予
定
し
て
い
た
最
後
の
花
火
を

今
月
初
旬
に
鑑
賞
し
た
。

　

花
火
を
見
に
行
く
と
毎
年
新
作

の
花
火
を
目
に
す
る
。
科
学
の
進

化
に
伴
い
花
火
も
進
化
し
て
い
る
。
大

雑
把
に
話
を
す
る
と
こ
う
だ
。
着
火
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制
御
さ
れ
音
楽
に

合
わ
せ
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
マ
イ
ン

（
連
発
花
火
）
が
可
能
と
な
っ
た
。
ハ
ー

ト
な
ど
の
型
物
で
は
平
面
的
が
基
本
で

あ
っ
た
の
が
立
体
的
に
な
り
、
曲
物
・

小
割
を
全
て
含
め
て
一
つ
の
創
造
花
火

に
進
化
し
た
。
発
色
で
は
パ
ス
テ
ル
カ

ラ
ー
も
登
場
し
全
て
の
色
を
出
せ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
菊
な
ど
の
割
物
で
は

正
確
さ
故
に
五
重
芯
を
数
え
る
こ
と
が

可
能
だ
。
時
間
差
系
の
動
き
の
あ
る
花

火
が
登
場
し
、
動
き
が
一
回
転
で
あ
っ

た
も
の
が
、
二
回
転
、
二
往
復
、
芯
が

動
く
、
複
雑
だ
が
正
確
な
動
き
、
と
進

化
が
止
ま
ら
な
い
。

　

花
火
技
術
向
上
の
た
め
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
機
械
は
必
須
だ
。
花
火

師
の
世
界
に
限
ら
ず
他
業
種
で
も
進
化

が
起
こ
り
続
け
て
い
る
。
花
火
師
と
同

様
に
創
造
力
、
応
用
力
、
ひ
ら
め
く
力
、

工
夫
す
る
力
、
試
し
続
け
る
力
な
ど
が

全
職
種
に
お
い
て
更
に
必
要
と
さ
れ
る

時
代
に
な
っ
て
い
く
と
実
感
す
る
。

（
認
定
こ
ど
も
園
友
愛
幼
稚
園

　

前
田　

浩
輔
）

＊
県
大
会
予
告
＊

平
成
三
十
一
年
七
月
三
十
日（
火
）  

全
体
会

　
　
　
　
　
　〜
八
月
一
日（
木
）  

分
科
会

会
場
：
宇
都
宮
市
文
化
会
館

　他

※
次
年
度
は
分
科
会
が
２
日
間
と
な
り
ま
す
。

平
成
三
十
年

　十
月
〜
十
二
月
ま
で
の
事
業
予
定

10
月
13
日
〜
11
月
３
日
　
第
25
回
　
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

10
月
16
日
　
※
幼
稚
園
教
職
５
年
目
研
修

10
月
22
〜
23
日
　
全
日
私
幼
　
設
置
者・園
長
研
修
全
国
大
会（
栃
木
）

10
月
26
日
　
幼
稚
園
教
育
振
興
の
集
い（
野
木
町
）

10
月
26
日
　
※
合
同
研
修（
幼・小
）

10
月
29
日
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

10
月
30
日
　
※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

11
月
１
日
　
※
合
同
研
修（
幼・小
）

11
月
６
〜
７
日
　
全
日
私
幼
　
関
東
地
区
代
表
者
協
議
会（
群
馬
）

11
月
６
日
　
※
合
同
研
修（
幼・小
）

11
月
８
日
　
※
合
同
研
修（
幼・小
）

11
月
12
日
　
※
幼
児
期
の
特
別
支
援
教
育
研
修

11
月
13
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

11
月
14
日
　
資
質
向
上
研
修

11
月
16
日
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

11
月
20
日
　
第
45
回 

栃
木
県
放
送・視
聴
覚
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　 

那
須
地
区
大
会

11
月
24
日
　
と
ち
ぎ
教
育
振
興
大
会

11
月
26
日
　
※
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

11
月
27
日
　
０・１・２
歳
児
研
修

12
月
５
日
　
※
幼
児
教
育
特
別
講
座

12
月
15
日
　
資
質
向
上
研
修

12
月
17
日
　
※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

12
月
26
日
　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

　
　
　
　
　
　
　
※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

慶
　
事

●
平
成
三
十
年
六
月
二
十
三
日

　
認
定
こ
ど
も
園
今
市
中
央
幼
稚
園

　
新
園
舎
お
披
露
目
会

平
成
三
十一年
度

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

平
成
三
十一年
度

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

平
成
三
十一年
度

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

訃
　
報謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
栃
木
市
　
認
定
こ
ど
も
園
ア
ル
ス
幼
稚
園

　
　
学
園
長
　
石
川

　常
四
郎

　先
生

　
　
　
　
　
平
成
三
十
年
九
月
六
日
　
逝
去

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

　

六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
、
標
記
調

査
等
を
幼
稚
園
・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
法
人
の
管
理
運
営
状
況

・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
管
理
運
営

状
況

・
会
計
処
理
状
況　

等

　

実
施
日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調

査
対
象
と
な
る
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

設
置
者
宛
て
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
調
査

へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
調
査
対
象
外
の
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
も
日
常
業
務
の
再

点
検
を
行
い
、
適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
点
検
の
結
果
、
園
則
変
更
、
園

地
・
園
舎
変
更
、
理
事
・
監
事
就
任
届
等

が
未
提
出
の
場
合
に
は
、
早
急
に
提
出
願

い
ま
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
月
中
旬
（
予
定
）

・
平
成
三
十
年
度
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金

（
一
般
補
助
分
）
の
内
定
に
つ
い
て

は
、
十
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

交
付
申
請
書
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、

別
途
通
知
す
る
内
定
通
知
に
基
づ
き
提

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
度
幼
稚
園
財
務
関
係

調
査
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
指
導
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

出
願
い
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
月
中
旬
（
予
定
）

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教

材
費
等
補
助
金
（
特
別
補
助
分
）
関
係

書
類

一　

特
別
支
援
教
育

・
提
出
書
類

ア　

対
象
園
児
就
園
状
況
調
書

イ　

対
象
園
児
担
当
・
指
導
教
職
員
に

関
す
る
調
書

ウ　

対
象
園
児
で
あ
る
旨
の
判
定
調
書

・
提
出
期
限　

十
月
下
旬
（
予
定
）

※
ウ
に
つ
い
て
は
、
身
障
者
手
帳
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
療
育
手
帳
、
専

門
医
の
診
断
書
又
は
、
児
童
相
談
所
等

の
判
定
書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
　

ま
た
、
学
級
担
任
以
外
の
教
職
員
か

ら
特
別
な
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
幼

児
が
補
助
対
象
園
児
と
な
り
ま
す
の

で
、
御
留
意
願
い
ま
す
。

二　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業

・
提
出
書
類

ア　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
実
施
計
画
書

イ　

各
事
業
に
お
け
る
保
護
者
等
へ
の

案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
上
旬
（
予
定
）

三　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業

・
提
出
書
類

ア　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
実
施
計

画
書

イ　

預
か
り
保
育
実
施
記
録

ウ　

保
護
者
等
へ
の
案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
中
旬
（
予
定
）

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
提

出
願
い
ま
す
。


